
沼津の中学校で東部方面音楽隊が生演奏
徒
に
体
感
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
要
望
と
、
音
楽
隊
の
演
奏

こ
の
演
奏
会
は
、
同
校
の
鈴
木
珠
美
校
長
か
ら
音
楽
隊
に

受
け
た
。
生
徒
た
ち
は
「
プ
ロ
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
は
あ
っ

校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊

器
の
演
奏
指
導
が
行
わ
れ
、
高
校
受
験
を
控
え
引
退
し
て
い

午
後
か
ら
は
、
全
校
生
徒
約
６
０
０
人
が
体
育
館
に
集
ま

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
学
校
や
専
門
学
校
な
ど
の
イ
ベ
ン

す
い
よ
う
に
一
つ
一
つ
の
楽
器
の
紹
介
を
行
っ
た
。
後
半
は

学
校
の
教
諭
か
ら
は
「
ぜ
ひ
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ

隊
の
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

の
は
初
め
て
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」
と
感
想
を
語
っ
て

ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
各
楽
器
の
特
徴
を
捉
え
た
ソ
ロ
演
奏
で
観

促
進
や
志
望
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

等
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
最
後
に
吹
奏
楽
部
と

に
結
び
付
け
た
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
演
奏
会
の
成
果
を
実

よ
る
プ
ロ
の
演
奏
技
術
と
本
物
の
楽
器
が
奏
で
る
音
楽
を
生

（
朝
霞
駐
屯
地
）
演
奏
会
」
に
協
力
し
た
。　

た
３
年
生
の
元
部
員
た
ち
も
参
加
し
、
プ
ロ
の
技
術
指
導
を

空
佐
）
は
、
１
０
月
３
１
日
（
火
）、
沼
津
市
立
第
三
中
学

午
前
中
は
同
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
リ
ハ
ー
サ
ル
と
各
楽

い
た
。

感
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

客
を
魅
了
し
、
吹
奏
楽
未
経
験
者
や
中
学
生
で
も
わ
か
り
や

の
合
同
演
奏
を
披
露
し
た
。

会
を
通
じ
て
自
衛
隊
と
い
う
職
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
衛

て
も
、
直
接
指
導
を
受
け
て
同
じ
楽
器
で
合
同
演
奏
を
し
た

り
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。
ま
ず
音
楽
隊
が
シ
ロ
フ
ォ
ン
や
ト

ト
を
支
援
し
、
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
自
衛
隊
へ
の
理
解

若
者
に
人
気
の
高
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー

く
り
、
技
術
指
導
や
演
奏
会
を
開
い
て
も
ら
い
生
徒
の
成
長

防災拠点のショッピングセンターに自衛隊車両登場
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
て
防
災
の
啓
蒙
活
動
を
実

同
店
は
、
災
害
時
に
災
害
対
処
の
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら

（
御
殿
場
市
）
所
属
の
第
３
４
普
通
科
連
隊
の
支
援
を
受
け

市
）
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し

同
店
周
辺
地
域
は
袋
井
市
内
の
防
災
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、

動
車
、
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
な
ど
自
衛
隊
が
災
害
対
処
で
使

に
努
め
、
ひ
い
て
は
防
衛
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

制
度
説
明
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
カ
プ
セ
ル
ト
イ
に
よ
る

て
理
解
を
深
め
て
い
た
。

よ
り
静
岡
地
本
に
依
頼
が
あ
り
、
初
め
て
の
自
衛
隊
参
加
と

当
日
は
、
心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
中
駐
車
場
内
に
お
い
て
第

市
募
集
相
談
員
・
右
島
康
弘
氏
の
協
力
を
得
て
、
非
常
用
糧

っ
た
。
会
場
は
子
供
連
れ
の
家
族
な
ど
約
２
０
０
０
人
の
来

携
し
担
当
地
域
の
安
全
・
安
心
を
向
上
さ
せ
る
広
報
活
動
を

周
辺
自
治
体
等
の
協
力
の
も
と
警
察
・
消
防
車
両
展
示
な
ど

た
。

一
般
災
害
派
遣
時
に
担
任
と
な
る
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地

空
佐
）
は
、
１
１
月
５
日
（
日
）、
イ
オ
ン
袋
井
店
（
袋
井

な
っ
た
。

３
４
普
通
科
連
隊
の
軽
装
甲
機
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
高
機

積
極
的
に
行
い
、
地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促
進

食
や
災
害
派
遣
活
動
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
、
自
衛
官
募
集
の

場
者
で
賑
わ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
衛
隊
の
災
害
対
処
に
つ
い

施
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
袋
井
市
自
衛
隊
協
力
会
の
協
力
に

て
参
加
し
た
。

用
す
る
装
備
の
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
静
岡
地
本
は
袋
井

自
衛
隊
缶
バ
ッ
ジ
配
布
、
子
供
用
迷
彩
服
の
試
着
体
験
を
行

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
災
害
時
に
対
応
す
る
部
隊
等
と
連

「平成２９年度静岡県指揮官会議」に参加
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
対
処
に

保
護
・
災
害
対
策
担
当
者
２
人
が
参
加
し
た
。

方
総
監
部
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
等
の
指
揮
官
が
参
加

所
も
く
せ
い
会
館
（
静
岡
市
）
で
実
施
さ
れ
た
「
平
成
２

衛
隊
航
空
教
育
集
団
司
令
部
（
浜
松
市
）、
陸
上
自
衛
隊

定
、
平
成
２
９
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
の
成
果
、
５

に
関
す
る
自
衛
隊
と
部
外
関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
努
め

会
議
に
参
加
し
た
国
民
保
護
・
災
害
対
策
担
当
者
は

静
岡
県
な
ら
で
は
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
回
の

的
と
し
て
、
平
成
１
４
年
度
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

会
議
は
、
主
催
者
で
あ
る
静
岡
県
知
事
の
挨
拶
か
ら
始

遣
状
況
な
ど
、
各
議
題
に
関
す
る
発
表
と
そ
れ
に
伴
う
意

見
受
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
東
海
地
震
に
対
す
る
備

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１

こ
の
会
議
は
、
自
衛
隊
、
県
、
警
察
、
消
防
等
の
関
係

９
年
度
静
岡
県
指
揮
官
会
議
」
に
定
免
本
部
長
ほ
か
国
民

富
士
学
校
（
駿
東
郡
小
山
町
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地

等
空
佐
）
は
、
１
１
月
７
日
（
火
）、
静
岡
県
総
合
研
修

も
の
。
今
回
自
衛
隊
か
ら
は
、
静
岡
地
本
の
ほ
か
航
空
自

ま
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
静
岡
県
の
計
画
の
改

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
本
会
議
に
参
加
し
、
災
害
対
処

見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

え
を
長
年
に
か
け
て
実
施
し
、
防
災
先
進
県
と
言
わ
れ
る

関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
認
識
共
有
を
図
る
こ
と
を
目

し
た
。

月
１
日
に
発
生
し
た
浜
松
市
山
林
火
災
に
お
け
る
災
害
派

て
い
く
。

「
こ
の
よ
う
な
形
の
会
議
は
他
の
都
道
府
県
で
は
あ
ま
り

見
聞
を
今
後
の
業
務
の
参
考
に
し
て
、
静
岡
地
本
と
し
て

中学生との合同リハーサル

全校生徒に合同演奏を披露


